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春の乳牛管理 
岡   秀 行 

 

 野に山に桜花咲き乱れる春を迎え、人も牛も浮か

れ出しそうな好時節が再びやって来ましたが、春の

乳牛管理のポィニーについて述べて見たいと思いま

す。 

（１）春は泌乳の最適期 

 春は１年のうちで最も気持のよいシーズンであり

乳牛にとっても、本来の泌乳能力を発揮するのに最

適の時節であります。気候（気温・湿度）は乳牛の

泌乳能力に密接な関係がありますが、とくに気温は

ときによっては、分娩後の泌乳期の違いや、飼料給

与などよりも、乳量及び乳脂率に著しい影響を及ぼ

すものであるから、注意が肝要です。 

 乳牛の飼育に最も適した気候は、気温 10―13度Ｃ、

湿度 50―70％程度ですが、岡山県における平均気温

を調べると、４月が 10.8―14.4 度Ｃ、５月が 16.1

―18.6 度Ｃであり、とくに春４月の平均気温は、乳

牛の泌乳適温の範囲内にありますので、乳牛の能力

を発揮するのに最も適した時期であります。 

 いま、気候が乳量、乳脂率に及ぼす影響について、

農林省畜産試験場で満１ヵ年を通じて同場生産の季

節別１頭当り平均乳量と、全混合乳についての牛乳

組成を調査した成績を示すと表の通りであり、平均

乳量は春（３―５月）がもっとも多く、乳脂率は

3.37％で年間平均と大体等しい数値であります。し

たがって、春季においては乳牛の飼養管理に留意し

て、乳牛の本来の遺伝的能力を発揮させるようにす

ることが大切であります。 

（２）春はブリーディング・シーズン（繁殖季節） 

 多くの動物は、春になると繁殖シーズンに入るの

が普通です。たとえば、馬や鳥類などはそれです。

ところが、牛は特別に繁殖季節を持たないで、受胎

しない限り１年中発情をくりかえすものですが、そ

れでも春は一般的に授精率が向上します。 

 つぎに、農林省畜産試験場において、季節別繁殖

率を調査した成績を示しますと、表のとおりです。 

 この表に見られるように、乳牛の授精率は春４―

５月が高く、とくに５月は 64.6％で最高であり、そ

の反対に秋９月は 24.2％で最低であるが、この傾向

は私達畜産技術者の経験的にも一致する結果であり

ます。したがって、１―３月に不受胎の乳牛は４―

５月の高授精率期に、７―９月に不受胎の乳牛は 10

―12 月の気候の変り目を利用して、受胎に成功した

例もかなりあります。 

（３）生草の給与による飼料費節約 

 春４月ともなれば集約牧野の混播牧草も日増しに

成長し、また飼料畑の青刈エン麦やイタリアンライ

グラスも刈取期に入りますので、努めてこれからは
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これらの青刈飼料を乳牛に与えて購入飼料費を節約

することが肝要です。 

 ところで、乳牛の主食は粗飼料であり、副食は濃

厚飼料でありますが、では粗飼料だけで乳牛を飼っ

た場合は、どの程度まで乳を出させることができる

ものでしょうか。これは乳牛の大きさ、体積などに

もよりますが、生草や青刈のみを与える場合は、ホ

ルスタイン種で１頭１日当り80―90㎏程度が連続し

て喰べうる最大量でありましょう。採食量について

は岡山県酪農試験場（1960）の成績もありますが、

それによると青刈エン麦は未出穂期に体重の 14％、

出穂直前に 10％、乳熟期に 7.4％程度であり、青刈

トーモロコシは未出穂期に体重の 16％、出穂直前に

10％、開花期に 7.1％、乳熟期に 4.6％程度でありま

す。そこで、若い禾本科牧草と開花期前の消化がよ

いクローバー類が 70 対 30 の割合に混じたものを与

えて全部食べたとしますと、これに含まれている可

消化養分はＮ・Ｒ・Ｃ標準で計算しますと、体重 550

㎏を維持してなお 3.3％の牛乳を１日 15―18 ㎏出す

力を持っております。 

 実際に、オーチャード、チモシー、イタリアンな

どの禾本科牧草とラジノクローバーなどの荳科牧草

をホルスタイン種に腹一杯喰べさせると、濃厚飼料

を与えなくとも18㎏程度までは搾乳できるものです。

しかし、これは相当良質の粗飼料を吟味して与えた

場合であって、開花期又はそれ以降の繊維質が増加

したものや、青刈トーモロコシ或は雑草などが入っ

て来ると、これだけの乳量を出すだけの草は喰いこ

めないのが普通であり、したがって乳量も１日 10―

13 ㎏程度に減少します。 

 このように、粗飼料のみで乳牛を飼育すると、い

ろいろの環境条件によっても違うが、大体 550 ㎏前

後の中等程度の大きさのホルスタイン種で、体重に

増減なくての１日の泌乳量は概ね10―18㎏という程

度でありましょう。 

 ところで、どのように良好な粗飼料を乳牛に与え

たとしても、濃厚飼料のすべての成分の代換とはな

らないものです。といいますのは、主食のみで副食

物がない場合は、我々人間においても完全な養分補

給が難かしいのと同様でありましょう。やはり、或

る程度の乳量（１回 18㎏以上）を望むためには粗飼

料の他に濃厚飼料を与えて、栄養のバランスと充実

を計ることが必要と思われます。 

 とくに、栄養と受胎率の面からはアメリカにおけ

る試験成績にもみられるように、中蛋白中熱量が良

好で高蛋白低熱量がもっとも悪いという結果であり

ますから注意しなければなりません。私達が実際に

県内において酪農家の実態調査をやりましても、飼

料給与面では D・C・P過剰、T・D・N不足という形が

もっとも多く見受けられ、これが繁殖障碍多発の最

大の重要原因になっているものと思われます。した

がって、自給飼料の種類面では多収穫のイタリアン

ライグラス（栄養率が狭い）のみに偏重しないで、

栄養率の広い飼料作物たとえば青刈エン麦なども積

極的に栽培すると共に、自給飼料の種類を豊富にす

るように心掛けることが大切です。さらに、アメリ

カの試験成績からも考えられますが、乳牛に対する

栄養は、N・R・C標準にもとづいて D・C・P130、T・

D・N120％の目標で飼料給与をすることが肝要です。 

 なお、牧草や青刈飼料をホルスタイン種に豊富に

喰べさせている場合の濃厚飼料は、種類としては大

麦、トーモロコシの澱粉粕などのカロリーが高くし

かも栄養率の広いものを主体に与えるようにし、ま

た給与量は体重や乳量によっても違うが、１日の最

高給与量を６―８㎏程度にすることが経験的に見て

実際的であろうと思います。 

 さらに、青刈飼料や牧草類を潤沢に与えている場

合のミネラルに対する考え方は、一般的にカルシュ

ム過剰で燐酸が不足しやすいので、この結果、カル

シュム燐酸比をくずして低酸乳症になったり、繁殖

障害を誘発することになります。したがって、青刈

給与時期にはカルシュムよりも燐酸の給与を考える

ことが大切で、この意味では骨粉を与えることが理
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想的でありましょう。 

（４）牛舎の消毒 

 冬期間は牛舎の洗滌や、消毒も怠りがちになるが、

春から夏に向うにつれて、皮膚病、乳房炎、蹄間腐

爛などの発生が多くなるし、ハエ、カの発生による

泌乳能力の低下を最小限に止めるため、また清潔な

牛乳を搾って乳質改善をするためにも春秋２回の牛

舎の大掃除と消毒を行なうことが必要です。 

 春は５月上旬の晴天の日を選んで、舎内の器具類

を戸外で十分日光消毒し、飼槽、中床、間栓棒、壁

などは湯又は水でよく洗い、２―３％のクレゾール

石鹸液或は１％のバンゾール液を噴霧器でかけて消

毒します。ただし飼槽は熱湯だけで洗滌した方がよ

く、もしも薬液を使用した場合は後で水洗して置き

ます。このように清潔に掃除消毒した牛舎内で、清

潔な器具を用いて搾乳するのは気持のよいものであ

り、牛も明日からは爽快な気持で乳を出すことであ

りましょう。 

  （筆者 岡山県畜産専門技術員） 

 


